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３ 要旨 

「王秋」及び「⽢太」は⾷味良好な晩⽣種であり、浜通り地域の産地再⽣等において有望で
あるが、ナシ⿊星病の発⽣が懸念される。そのため、両品種の⿊星病に対する梅⾬期以降の果
実感受性を調査した結果、「幸⽔」と同様に感受性が⾼い時期が認められることが明らかとな
った。 
                                                         

（１） 時期別接種試験は、2020 年 6 ⽉ 12 ⽇から８⽉ 12 ⽇まで約 10 ⽇間隔で実施した（図１）。 
「幸⽔」の発病果率は、 7 ⽉ 22 ⽇(満開後 79 ⽇)までの接種区で⾼かった。 

（２） 「王秋」の発病果率は、7 ⽉ 10 ⽇ (満開後 82 ⽇)までの接種区で⾼く、感受性の⾼い時期
が｢幸⽔｣より 12 ⽇程度短かった。 

（３） 「⽢太」の発病果率は、7 ⽉ 31 ⽇ (満開後 102 ⽇)までの接種区で⾼く、感受性の⾼い時期
が｢幸⽔｣より 9 ⽇程度⻑かったため、注意が必要である。 
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図 1 各品種の⿊星病に対する果実感受性 
 (調査⽇:幸⽔ 8/31、王秋及び⽢太 9/17) 
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2020 年の満開⽇ 
｢王秋｣4/19 
(平年より５⽇早い)
｢⽢太｣4/20 
(平年より１⽇早い) 


